
＜外資系企業での挑戦、経験および考察＞

70年代から2010年に至る時代の
ある個人の心象風景

田中 忠弘
株式会社ユニ・ソリューションズ

toddtanaka@unisolutionsjp.com



概要

➲ 履歴より

➲ 社会変化のドライバー

➲ 日本社会の変化

➲ 色々な場面を思い出す

➲ 米資企業は米国社会

➲ いくつかの観察

➲ 米資日本法人で考えたこと

➲ 外資参入者へのご推薦

➲ Q/A
➲ その他



履歴より（外資株式会社諸事業部？）



社会変化のドライバー（話者の独断と偏見による）

工業化の時代（Industrialization Age)
１９０８－２７ T型Fordの量産

・
・

１９７０年代 ・

情報化の時代（Informat-centric Age)
１９８０年代 － ２０００年代

（Fin Technology）主導傾向

２００５ －－－＞

＋超高齢化日本（Super-Aging Japan)



日本社会の変化（話者独断・偏見）

（ 新たな精神文化の
可能性？？）

深刻な

近未来
（世界的不安定）

（異文化異社会協調必要）

地球環境

２０世紀前半分～７０代 発展企業・経済社会の軌跡

農業化 工業化 情報化 金融業化
主要産業変化軸――＞
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ICT企業のイメージは・・・今



色々な場面を思い出す

Henry Domich, Paul Divecchio, Bill Wolfson, Earl Bunker,

Jeff Spirer, Barry Tanenbaum, Tom West, Ed Rasala, Rowland Thomas,

Larry Nelson,      Don MaDougal,    Earl Bunker, Alan Daste, Eric Giskes,

Ed deCastro, Herb Richman, Barry Fidleman, Carl Carmann,

Ron Lincoln, Vinu Patel,     Ed Zander, Mark Bittenbender,

Jim Guimond, Peter Staub, Lou-Ann Howes,   Milanda,    Carolyn DiCcico,

Jackie Boucher,     Robin Larson,   Frank,     Marck Soto,    Sandi Hewins,   

Reiko Enders,    Priscilla King,     Jim Glista,     Dana Crwford,   David Bell,.......

➲ <  @Data General Corporation, Westborough MA,    1978-1980 >



米資企業は米国社会

➲ 自己責任、自己主張

➲ 相手に合わせるのは必要なときのみ

➲ それぞれ個人の世界観、個人のエネルギー尊重

➲ 社会はOPEN、広く浅い付き合い

➲ ピークは高くすぐ下は奈落

➲ 多様なピーク、どれが一番？はWHO CARES?
➲ 自分の考えを臆せず、お上の基準なんか知らん

（但し政治的場面は別）

➲ 金が成功の尺度（失敗すれば生命がない切迫感）

➲ 本音と建前の本家

➲ ON-THE-FLY会話で阿吽の情報共有

➲ おもしれえ奴だ、で意思疎通



いくつかの観察

➲ Change!!!  無条件に。 （米国）

従来通りが望ましい（STABLE） （日本）

➲ 客観評価を追求するのでなく
上司の主観で決める。 馘！一発 （米国）

➲ 学歴社会 具体的 （米国）
既存の権威（日本）

➲ 対人関係 直接評価なければ社長も対等 （米国）
権威に従う風習は重く広い （日本）

権威の妄想が悪さする

➲ 組織内政治 原理は共通、話法は別々



米資日本法人で考えたことから

➲ U.S. way ＋ 日本の発想 の掛け算

70年代－2000年初頭まで
アジア市場

志半ば － 組織的は無理、個人営業で適用

➲ ZigSaw Puzzle的アプローチ

短期結果、取りあえず、偶然を全て利用
正にventure経営に同じ
人的つながり最有力

➲ 2015年秋

➲ 2020 – 2050



外資参入者へのご推薦

➲ 若い時に外に出よ

➲ 外から母国社会を見よ

➲ 自分で考え、処し方を決めよ＜依頼心＞

➲ 機会を捉え米国で学べ

➲ 今からでも遅くない基軸

－ 自国や先祖の文化歴史を知り

自身の背骨を形成 ＜自分独自の哲学＞

➲ 孤独を恐れず、交際するも阿（おもね）ず

➲ かつ固定観念IDÉE FIXE を避けよ



Q/A



その他

➲ 言葉・習慣理解は若いうち
言葉で余裕を失う－しゃべりすぎの失敗

Insiderの観方を理解してナンボや

➲ 文化的congruency

➲ 基軸がないと・・悪い方に流される

➲ 「アメリカではなあ～」は避けたいですね

➲ 50代以降：日法代表職での失敗談



ありがとうございました


